
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471001022

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　梨の実

訪問調査日 令和3年3月20日

事業所名 梨雲ハウス平戸

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 令和3年3月31日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和3年3月20日

事　業　所　名

（ 244-0803

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

　　梨雲ハウス平戸

登録定員

通い定員

令和3年6月9日

神奈川県横浜市戸塚区平戸町1156-1

宿泊定員

定員　計

令和3年3月31日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和　2　年度

株式会社　R－CORPORATION

〒231-0023　横浜市中区山下町74-1　大和地所ビル9F

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成18年4月1日指 定 年 月 日

　　有限会社　梨の実

1471001022
平成16年1月15日

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

令和3年3月10日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

●この事業所は有限会社梨の実の運営です。事業所名の「梨雲ハウス」とは以前は梨園とし
て梨が栽培されていたことから、この名前が付けられ、2つのユニット名にも「幸水・豊
水」と梨の名前が付けられています。ここ「梨雲ハウス平戸」は平成16年1月に開所した歴
史と実績のあるグループホームであり、元職員や家族、沢山の地域の方々にも支えられなが
ら、利用者が住み慣れた地域の中で暮らしを継続できるよう事業運営が行われています。こ
こ「梨雲ハウス平戸」JR横須賀線「東戸塚駅」から国道1号線のバス停「坂下口」から徒歩
数分の静かな、アパートや戸建て住宅が混在する環境の所にあります。
●代表の想いである「共に楽しみや幸福を共有することができるグループホーム」を職員も
共有しながら、生活する利用者・家族・働いている職員の3者が楽しみ・幸福を共有できる
グループホームを目指しています。ケアについては、開設時から変わらぬ理念「利用者様が
過ごされてきた生活体験を大切にし、自分らしく生きるための環境と家庭的な雰囲気の中
で、ゆとりと生きがいの提供を心がけます」を継続し、ホーム長や主任をはじめ、全職員が
利用者の気持ちを第一に考え、人生観や人間性を受容し、敬意を持ってケアに当たっていま
す。最近では、入居前の面談で本人から情報を聞き出すことが困難になってきており、その
分、日々の関わりの中で言葉や反応を注意深く観察し・模索しながら、職員が様々な視点で
利用者と関わることで、思いを汲み取り、情報を共有しながら、本人本位のケアにつなげて
います。
●新型コロナウィルスの影響により、行事・面会・地域交流の中止など、様々なことが制限
されていますが、利用者の安全を守るため、職員の体調管理・アルコール消毒・１ケア１消
毒を徹底して利用者のケアに当たっています。また、このような状況下において利用者が気
分転換できるよう、食事内容の充実・オンライン面会などを取り入れながら生活に楽しみを
見出せるよう注力しています。

・職員にとって「家庭」と「仕事」の両立、「細く長く」をモットーにご利用者
ご家族、地域の方々と馴染みの関係作りを心掛けています。
・献立のメニュー作りをはじめ食材の買い出し調理を全て自前で行う事で、四季
折々の食材を楽しむ機会を大切にしています。
・敷地内の畑で作物を耕作しています。職員、利用者と協力し作物を収穫したり
採れたての野菜や果物を召し上がって頂いています。
・今年度はコロナ禍で全てのボランティアさんとの関係が持てなかった事が
とても残念です。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 　〇 1，ほぼ全ての家族と

　〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 　〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 　〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 　〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 　〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 　〇 1，ほぼ全ての職員が

　〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 　〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

　〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 　〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

　〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

梨雲ハウス平戸

幸水

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

・事務所とヘルパールームの壁に「梨の実の
理念」を掲示して、実践する様に努めています。
・豊かな土地を利用して裏の畑で育てた作物を食事
の際に提供しています。

開設時に職員で話し合って作成した「梨の実の理
念」を事務所とユニット内に掲示しています。勤続
年数の長い職員が多く、理念は浸透していますが、
マンネリ化を防ぐためにも、現在は理念とは別に月
毎の目標を作成し、目標を共有しながらケアに当
たっています。現在は「元気で行こう！」を目標
に、各ユニットで実践しています。

今後の継続

・例年は地域のボランティアの方々に支えられ、
様々な行事に関わって頂いていますが、　今年度は
新型コロナウイルスの為、関りを　　持つ事が困難
でした。

地域のお祭りや防災訓練などの行事参加をはじめ、
ボランティア、老人会、うたう会の方々の来訪、事
業所主催の行事にも声かけして参加いただくなど、
様々な形で関わっていただき、交流を図っていま
す。今年度は新型コロナウィルスの蔓延に伴い、地
域行事の中止やボランティアなどの来訪も自粛せざ
る得ない状況下となってしまったため、交流は図れ
ていません。

今後の継続

・例年は近隣の方に施設の行事に参加して頂いた
り、老人会や中学生さんとの交流等もコロナの影響
で行う事が出来ませんでした。

・年6回開催していますが、今年度は新型コロナの影
響で書類のみでの取り組みでした。

運営推進会議は町内会長、地域包括支援センター職
員、家族、後見人等の参加で2ヶ月に1回開催してい
ます。多い時には19名の方が参加したこともあり、
関心の高さを実感すると共に、有意義な意見交換の
場にもなっています。感染症拡大防止の為、今年度
は一堂に会しての開催は行わず、書面での報告と
なっています。

今後の継続

・生活保護受給者の相談や高齢支援の区の方々との
連携を行っています。
・医療面においてもＧＨの実情を伝えながら　安心
した生活を営んで頂ける様医療従事者の方々との連
絡を密にした取り組みに努めています。
・生活保護受給者の方の成年後見制度の利用の為、
連携を取りながら手続きを進めています。

横浜市や戸塚区から研修や講習会の案内が届いた際
には全職員に周知し、必要に応じで参加を促してい
ます。生活保護受給者の受け入れを行っている関係
で、生活支援課とは相談など連絡を取り合っている
他、成年後見人制度の関係であんしんセンターとも
連携を取り合っています。また、地域ケアプラザと
も必要に応じて相談したり、連絡を取り合っていま
す。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

・排泄、入浴、薬の塗布、着替え、清拭の際に身体
に異変がないかの確認に努めています。変化があっ
た時には、その場で職員で話し合い原因を探りま
す。
・利用者への声掛けや接し方について（スピーチ
ロック等）会議や日々の申し送り等でその都度話し
合っています。

・契約時に内部、外部の苦情相談窓口の記載されて
いるものを提示しています。又、各フロアの玄関に
当ホームの苦情連絡窓口の記載されているものを掲
示しています。
・ご家族の面会時やケアプラン面談時、又、運営推
進会議で話されたことを、日頃より職員に伝える事
を心掛けています。

契約時に重要事項説明書に明記している苦情相談窓
口などについて説明すると共に、玄関にも連絡先を
掲示し、家族や後見人に周知しています。面会やケ
アプラン面談などの来訪時に、近況報告と併せて意
見や要望を伺ったり、電話連絡時にも話しを聞くよ
うにしています。毎月個別に作成している「ご利用
者様おたより」は、各フロアの職員が利用者の様子
についてコメントを記載しています。家族との信頼
関係や家族とのつながりは、事業所の特徴の1つでも
あり、ホーム長、主任問わず、どの職員が対応して
も気さくに話せる関係が構築されています。

今後の継続

・「身体拘束廃止取り組に関わる届出書兼誓約書」
を横浜市に届出しています。
・転倒や無断外出、外泊の危険に対しても会議等で
話し合い安全安心に生活を営んで頂ける様職員間で
の情報の共有に努めています。
・出入り口は施錠していますが、いつでも外に出て
頂ける様、職員は常に鍵を携帯しています。

「身体拘束廃止取り組に関わる届出書兼誓約書」を
横浜市に届出し、事業所内で3ヶ月に1回身体拘束適
正化委員会を開催しています。代表・ホーム長・主
任・事務職員・フロアリーダーを中心に事例や利用
者の対応において身体的・言葉による行動の制限を
行わず、安全安心に生活を営んでいただけるよう情
報の共有化を図り、朝礼や会議で職員に徹底を図っ
ています。月1回は各ユニット内で身体拘束について
話し合う機会を設けるなど、身体拘束を行わないケ
アを実践しています。

今後の継続

・成年後見制度（司法書士、弁護士）を活用　され
ている利用者が複数いらっしゃいます。後見人の方
と接する事で、金銭管理、入院手続き、生活上の
様々な事について相談させて頂きながら利用者の支
援をさせて頂いています。

・重要事項説明書、利用契約書、プライバシーポリ
シー、を全て読み合わせにて説明し　　ホームでの
生活を理解して頂きながらご家族の不安、疑問、要
望等を伺う様に努めています。
・個別対応ができる様努めております。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

・内部研修として「梨の実塾」を開催しています
が、今年度はまだ行えていません。
・訪問リハビリで関わって下さっている理学療法士
の先生によりよい介護方法を相談し、実施に努めて
います。

・月1回のフロア会議、日々の申し送り、朝礼にて職
員の意見や要望を伝える場を設けています。（会議
はコロナ禍により開催できませんでした）
・日頃より代表者、管理者、主任からの声かけを心
掛け、職員の思いを汲み取れる様に努めておりま
す。
・職員が参加できる「掲示板」を活用しています。

フロア会議はコロナ禍で行えなかったため、日々の
申し送り、朝礼にて職員の意見や要望を伝える場を
設け、フロア主任が意見や提案を纏めて掲示及びプ
リントして共有しています。職員からの意見や提案
は業務・休憩時間を問わず、代表、ホーム長、主任
が様子を見ながら話を聞くようにしており、働く職
員にとって、風通しの良い職場環境作りがされてい
ます。職員の面談は必要に応じて、ヒヤリングシー
トを基に行っています。

今後の継続

・個々の職員のライフスタイルを考慮して、曜日、
日数、時間帯、時間数等細かく話し合い無理のない
シフト作成に努めています。
・突発的な事情による遅刻、早退、欠勤、休職等に
ついても柔軟な対応に努めています。
・ここ数年職員一人一人の働き方を確認する為にア
ンケートをとっています。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・入居前面談の聞き取りの際、今迄の生活スタイル
や環境等を把握できる様努めています。
・安全面に配慮しながら、ご本人とご家族の要望を
伺い、職員間で話し合って実現できる様努めていま
す。

・例年は近隣の他事業所の行事に参加し、交流に努
めていましたが、今年度はコロナ禍の為行えていま
せん。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

・入居前の面談や電話で、不安に思っている　事や
ご要望を伺い、ご家族の意向の把握に努めていま
す。　　　　　　　　　　　　　　　・ご家族が気
軽に話して頂ける様雰囲気作りに努めています。

・入居後1か月を目安に暫定のプランに沿ってＧＨで
の生活の様子や、これからの過ごし方について、直
接話し合う時間を設けています。
・コロナ禍で面会は難しかったですが、こまめにご
家族と電話にて様子をお伝えする事に努めました。

・それぞれご本人の出来る事や、やりたい事の把握
に努め、体調に合わせてご本人と話し合いながら決
めています。（洗濯物干し、　洗濯物畳み、テーブ
ル拭き、下膳、ごみ出し　　備品運び、喫煙）

・ご本人が安心してＧＨで生活して頂ける様　に職
員だけでなく、ご家族も一緒に考えて頂きながら支
援していく関係作りに努めています。
・コロナ禍で難しい事も多かったですが、可能な限
り通院の同行もご家族にお願いする。

・コロナ禍の為、面会は困難でしたが、ベランダ越
しに対面したり、電話の取次ぎを行ったりしまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　・携帯電
話を所持しご家族からのメールを受け取っている方
もいます。

入居したことを差し支えない程度に友人や知人にも
知らせてくださいと家族に伝え、入居後も馴染みの
関係を継続できるよう支援しています。現在は、コ
ロナ禍の為、面会を一時中止し、ベランダ越しの対
面やオンライン面会で対応しています。近年では後
見人がついてる方が多くなり、馴染みの人との関係
性が希薄になっている方も増えてきています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

・契約終了時に「ひよどりの会」（退居された利用
者のご家族、退職された職員、関係業者で構成）の
入会を呼び掛け、継続した関わりの場を作っていま
す。（会報の配付、行事へのお手伝い、参加の呼び
かけ）

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・利用者同士の関係性の把握に努めています。場合
によっては席替えを行い、円滑な交流の支援をして
います。
・日々気の合った利用者同士がレク等に参加出来る
様に声掛けをしています。
・聴覚の不自由な方の関わりも職員が代弁したり、
筆談する事で良好な関係を築けるよう努めていま

・食事等ＧＨで決められている時間に囚われず、ご
本人に合わせた対応を心掛けています。
・聞き取りが困難な場合も、ご家族と相談しながら
今迄の生活歴や現在の状況に合わせて検討していま
す。
・嗜好品やこだわりのある方に、出来る限り希望に
添えるよう努めています。
・職員が適宜声かえをしながら、ご本人がお好きな
事（家事仕事、塗り絵等）をやりがいをもってやっ
て頂いています。

入居前面談で、家族・本人・後見人・在宅時に利用
していたケアマネージャなどから、生活歴や既往
歴、趣味や嗜好品、暮らし方の希望などについて情
報を聞き取り、基本情報シートを作成して情報共有
に努めています。最近では、本人から情報を聞き出
せることが皆無であり、日々の関わりの中で言葉や
反応から模索しながら、得られた情報や気づきを基
に情報を共有しながら検討し、出来る限り本人の思
いや意向に沿った支援に努めています。また、後見
人が付いている方については、後見人の方に情報提
供を行い、後見人の方からも情報をいただくことも
あります。

今後の継続

・ご家族と相談しながら、居室に馴染みの物品（テ
レビ、ソファー、写真等）を置いて頂き、今迄の生
活環境を大切にした暮らしをして頂ける様努めてい
ます。
・入居前や入居後に、ご家族から1日をどの様に過ご
されていたか伺い把握に努めています。
・ご自宅から入居される場合は、ベットの位置関係
を同じくする事で混乱が少なくなる配慮します。・毎日の申し送りや朝礼にて、食事、睡眠、排泄、
心身状態等の情報を共有している。
・個々に出来る事に応じて、職員がサポートしなが
ら好きな事を続けられるように努めています。
・変化のある入居者は体調管理ノートに時系列に状
況を記入し、状態の把握と共有に努めています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
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項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

・ご家族や関係者と定期的に話し合いをしていま
す。
・状況の変化に合わせて職員間で介助方法を検討し
たり、声掛けの統一をし介護計画の作成に繋げてい
ます。

入居時のアセスメントで得られた情報を基に初回の
介護計画を作成し、1ヶ月程度は事業所での暮らしぶ
り、ADL・IADLなどの状態を観察しながら、より細か
く情報を収集しています。その後は介護記録、ケー
ス記録、夜間用情報交換ノート、体調管理ノートな
どの情報を基にモニタリングやアセスメントを行
い、計画作成者担当者が介護計画の原案を作成し、
職員の意見や気づきを記入できるようにし、家族の
意見や要望を基に現状に即した介護計画を作成して
います。

今後の継続

・日々の様子は、介護日誌やケースに記録していま
す。体調の変化がある時は個々の状況表や体調管理
帳の記入を行いその情報を基に介護計画の見直しに
活かしています。

・利用者の心身の変化に合わせて、理学療法士との
連携や成年後見人制度の利用等を行っています。
・地域包括支援センターと協力し、今後もご入居者
とご家族がよい関係を維持できる様努めています。

・コロナ禍により、例年の様なボランティアの方々
との交流はありませんでした。　　　　・今迄8年程
ボタンティアさんによるカットをお願いしていまし
たが、コロナ蔓延にあたり　　中止となりました。

・ご家族の希望に合わせて、かかりつけ医を決めて
定期的に診察を受けています。ご家族がいらっしゃ
らない方は職員間や区役所の担当者と話し合い、必
要な医療が受けられるように支援しています。
・受診や往診時に現在の状況を伝え、かかりつけ医
との良好な関係作りに努めています。
・職員のみの受診や電話診療など、現状に応じて対
応をお願いしています。

事業所では医療連携加算を取っておらず、かかりつ
け医がある場合には、基本的にかかりつけ医を継続
して受診していただくようにしています。その際、
日頃の様子なども家族へ丁寧に説明し、情報の共有
漏れのないよう努めています。家族がいらっしゃら
ない方は職員間や区役所の担当者と話し合い、必要
な医療が受けられるように支援しています。歯科医
は、希望される方のみ往診を受けています。

今後の継続
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期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

・看護職員は配属されていません。
・訪問看護を利用されている時は情報の共有に努め
て不安な事などを相談し連携を心掛けています。

・入院された時は、その方に合った対応をして頂け
る様、情報提供しています。
・退院時はその後、ＧＨとして何が出来るかを考え
関係者と相談しながら、利用者が安心して退院でき
るように努めています。

・消防署との防災訓練だけでなく、自ら訓練を行う
事で火災や災害時の対応を身に着ける事に努めてい
ます。尚、訓練を行う際は、当日リーダー以外には
伝えず抜き打ち訓練が行われることもあります。
・運営推進会議では、町内会長を始め地域の方々と
の協力体制が取れる様に相談・助言を頂いていま
す。

年2回の防災訓練は、火災想定を中心に行っていま
す。事務所内にも119番通報や初期消火対応のフロー
チャートを掲示し、いざと言う時に迅速に対応でき
るよう備えています。備蓄品は裏庭の倉庫に発電
機、水、米、炭、テント、リヤカーなどを確保して
います。また、地域の防災訓練に参加したり、運営
推進会議でも自然災害を含めた防災対策を議題に挙
げて話し合っており、災害時の協力体制についても
確認しています。さらに、消火器の点検も毎回やっ
ています。

今後の継続

・住み慣れたＧＨで最期を迎えさせてほしいという
ご家族が増えています。
・ご家族から希望がある場合は、ご家族とかかりつ
け医との話し合いの時間を作って頂き、その中でＧ
Ｈとして出来ることを考え、チームで支援できるよ
うに努めています。

入居の段階では、看取りまでの話は言っておらず、
事業所の方針や出来ること・出来ないことについて
説明しています。近年では看取りを希望される方も
増えてきていることから、看取りまで希望される方
は3者による話し合いの場を設け、グループホームと
して出来ることを理解していただいた後に、連携を
取りながらチームとして支援を行うようにしていま
す。

今後の継続

・急変や事故時の対応マニュアルを各フロアに設置
しており、いつでも確認できるようにしています。
・急変時の個々の対応や連絡先は介護計画書に記載
されています。
・夜間緊急時に夜勤者がいつでも安心して相談でき
るように当番制で担当者を決定しています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

・言葉遣いや対応について、会議・申し送り・朝礼
等で話し合い、お互いが確認し合える様に努めてい
ます。
・職員の対応が利用者の生活に大きく左右する事を
職員自身が自覚する様に努めています。

入職時やフロア会議でも、「接遇、倫理、コンプラ
イアンス」について勉強会を実施し、正しい理解と
知識を深めています。入職時には、守秘義務に関す
る誓約を取っています。利用者の気持ちを大切に
し、その方の人生観や人間性を受容し、否定しない
ことを心がけ、敬意を持って対応することを徹底し
ています。利用者の入居年数や、職員の勤務年数が
長くなるにつれて、馴れ合いなどが生じることのな
いよう、都度、声を掛け合い、節度ある声かけや対
応で接しています。

今後の継続

・選択肢が沢山ある中で選択するのが困難な方に
は、いくつかの選択肢を用意し自己決定が出来る様
に声掛けに努めています。
・言葉での自己決定が困難な方は、表情や仕草から
思いを汲み取れる様に心掛けています。

・個々の体調や気分に合わせた食事時間の配慮な
ど、出来るだけ利用者のペースを大切にしながら過
ごして頂ける様に努めています。

・その日の着たい洋服や身に着けたい物の希望を伺
い、オシャレを楽しめる様にしています。又、毎朝
起床されてからの洗顔や整髪等の日々の身だしなみ
に気をつけています。
・訪問カットでは、利用者に事前に希望を伺って訪
問美容師の方にお気に入りの髪型にして頂いていま
す。・季節に応じた食材を取り入れたメニュー作りをし
ており、裏の畑で収穫した野菜を召し上がって頂い
ています。(茄子・ゴーヤ・サツマイモ等)
・配達された食材を一緒に台所へ運んだり、食事前
のテーブル準備、行事の際はおやつ作りに参加して
頂いています。

各ユニットの職員が交代で1ヶ月分の献立を作成して
います。食材の調達については、生鮮食品や米は専
門店から購入し、それ以外の物については生協や
ネットスーパーから購入しています。味付けなどは
調理を担当する職員によって異なるので、家庭と同
じように微調整を加えたりしながら、個々の好みの
味で召し上げっていただくようにしています。裏の
畑で四季折々の作物を栽培し、収穫した野菜などが
食卓に並ぶこともあります。開設以来、食事のメ
ニューは職員で考え、手作りの食事を提供している
ことも特徴の1つであり、利用者からの希望などにも
柔軟に対応することも可能となっています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

・毎日、食事・水分チェック表で利用者の1日あたり
の食事と水分の摂取量を確認しています。
・水分や食事摂取が難しい方には、ポカリゼリーや
メイバランスなど喉越しにいいものを用意して摂取
に努めています。又、医師と相談し食事の補助とし
てエネーボ―を取り入れている方もいらっしゃいま
す。　　　　　　　・食事は入居者の状況に合わせ
た形状で提供しています。

・毎食後、口腔ケアを行っています。磨ききれない
場合は、職員がお手伝いさせて頂いています。
・訪問歯科で定期的な往診を受けています。医師や
歯科衛生士のアドバイスで歯ブラシの他にスポンジ
ブラシやワンタフトブラシでの対応して行っていま
す。

・一人ひとりの排泄パターンを把握した上で、声掛
けや誘導を心掛けています。(排泄チェック表を用い
て毎日の状態を職員が共有しています)
・夜間トイレに行くのが困難な方は、居室内にポー
タブルトイレを設置しております。　　ポータブル
トイレの掃除は職員が時間毎に行っています。

排泄チェック表にて一人ひとりの排泄パターンやリ
ズムの把握に努め、極力トイレで自立排泄が出来る
よう定時やタイミングを見計らった声かけにてトイ
レ誘導を行っています。便秘対策として、毎日のラ
ジオ体操で身体を動かす、水分摂取量の管理、乳製
品や繊維食の提供なども行っています。夜間は利用
者によって様々に対応していますが、ポータブルト
イレで対応している方もいます。

今後の継続

・毎日のラジオ体操や手足などの部分体操の他にも
散歩やアクティビティー等で身体を動かすことを
日々心掛けています。
・適量の水分摂取や胃腸に負担が少ない食事作りに
努めております。又牛乳やヨーグルト、オリーブオ
イル等取り入れ薬だけに頼らない排泄支援に努めて
います。

・一人ひとりの状態を把握し安心して入浴を楽しむ
ことが出来る様に入浴の方法は一般浴・シャワー
浴・リフト浴・清拭などでその都度考えています。
・季節に応じた入浴を楽しんで頂いています。(菖蒲
湯・みかん湯・ゆず湯等)

週2回以上の入浴を基本とし、安全かつ安心して入浴
していただけるよう、入浴前のバイタルチェックと
利用者の希望を尊重しながら入浴支援を行っていま
す。各ユニットにはリフト浴が完備され重度化した
方でも浴槽に浸かっていただくことも可能となって
います。また、季節感を感じていただくために、菖
蒲、蜜柑、ゆず湯なども行い、入浴を楽しんでいた
だけるように工夫しています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

・廊下にベンチが設置しており、一人の時間を過ご
せる空間を作っています。
・安心して休める様に各居室の整理整頓、清掃、寝
具類の選択等の衛生面に気をつけています。
・無理強いするのではなく自然に休める様に心掛け
ています。又本人に合わせて日中も適度な休息を促
しています。

・一人ひとりの薬の説明書をファイルし、効薬、副
作用等確認し薬のチェックを行っています。
・服薬担当者を中心にその日の職員で確認しながら
服薬支援に努めています。
・薬の期限表を作成し、利用者の薬の期限が一目で
分かる様にしています。
・服薬チェック表を作成し、服薬忘れ防止に努めて
います。

・居室の掃除や洗濯物干し、洗濯物畳み等一人ひと
りの張り合いや喜びに繋がる事を一緒に見つけて関
わって頂いています。
・1日3回の喫煙の時間を楽しまれている利用者がい
らっしゃいます。喫煙の際は、火は職員が管理して
います。

・職員やボランティアの方々と、徒歩や車椅子で近
隣に散歩に出かけています。又、天気の良い日は外
で体操をしたり庭や近隣に咲いている花を見て季節
を感じて頂いています。
・数名をグループ分けし散歩、外食、ドライブの支
援に努めています。

天気や気候、利用者の体調を考慮しながら敷地内を
歩いたり、設置しているベンチに腰掛けながら外気
浴を行うなど、外気に触れ、季節を肌で感じていた
だけるように支援しています。また、職員や家族以
外に、ボランティア（老人会の方々）とも徒歩や車
椅子で散歩に出かけています。又、天気の良い日は
外で体操をしたり庭や近隣に咲いている花を見て季
節を感じて頂いています。全員での外出は難しい
為、数名をグループ分けし散歩、外食、ドライブの
支援に努めています。現在はコロナ禍の為、人混み
への外出支援は自粛しています。

今後の継続

・コロナ禍の為お買い物等にはお連れする事が出来
ませんでした。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

・ご自身で携帯電話をお持ちで、ご家族とメールの
やり取りをしている方がいらっしゃいます。こちら
では携帯電話の充電の支援をしております。
・知人と電話をしたい時に、電話の取次ぎを行って
います。

・床暖房や空調管理の他、換気や濡れタオル　を掛
ける事によって湿度、風邪予防、不快感がない様に
気をつけています。
・季節を感じて頂ける様に、季節の生け花や　　リ
ビングの展示品の飾りつけを心がけています。

リビングは対面式のキッチンで、調理の香りや音も
聞こえ、自然と皆が集まります。今は行事は行えま
せんが、廊下には行事の写真を掲示するなど、1日を
楽しく過ごせるよう季節、季節の花を使ったフラ
ワーアレンジメントで食卓を飾ったり、レクリエー
ションで体操、しりとり、クイズ、早口言葉、顔出
しパネル、指編み、クラフトを取り入れ、手先を動
かし、喜びや達成感を感じてもらえるよう工夫して
います。

今後の継続

・和室のソファに座ってテレビ鑑賞をして、ゆっく
りと過ごされています。　　　　　　　・利用者同
士の関係性に配慮した席を考えていますが、アク
ティビティー時には自由に　　思い思いの席に移動
して過ごされています。　　・廊下にベンチを置い
て、一人で落ち着ける　空間を作っています。

・ご本人やご家族と相談しながら、使い慣れた家具
や物品を居室に置いています。配置については利用
者の状況に合わせ対応しています。
・ご本人の希望によりご主人の遺骨を持ち込まれて
いる方もいました。

ベッド、クローゼット、エアコンは完備され、その
他に必要な家具類などは本人と家族で相談しながら
馴染みの物を持ち込んでいただくようにしていま
す。使い慣れた家具や思い出の品々、家族写真など
も飾られ、安心して生活を送れる居室作りがされて
います。部屋のテレビなどは退去された方の物を
使ったりしています。また、転倒防止の観点から、
家具なども、動線を考慮して配置しています。空気
の入れ替え、アルコール消毒、臭気や衛生面にも配
慮しています。

今後の継続

・トイレや居室の扉に文字を掲示したり、廊下に矢
印を書いて分かりやすい様にしています。
・夜間トイレに行く際に危ない可能性を防止するた
めに夜間照明に気をつけています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所
梨雲ハウス平戸

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 23
個々の希望の把握に努め
ているが、実現出来てい
ない事も多い。

出来る限り要望の実現に
取り組む。

1年

2 48
ご利用者がやりたい事を
もっと取り入れたい。

行事の起案時から主体的
に関わって頂く。

数年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

幸水ユニット

目　標　達　成　計　画

・個々の要望をヘルパー
ルームの見やすいところ
に掲げる。　　　　・予
定を組み込む。　　　・
出来た事は記録に残す。

・起案をつくる時に昔の
思い出等伺う。　　　・
行事に取り入れられるも
のは取り入れる。

令和3年3月20日

目　　標
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

　〇 2，利用者の2/3くらいの 　〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

　〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 　〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

　〇 2，利用者の2/3くらいが 　〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

　〇 2，利用者の2/3くらいが 　〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 　〇 2，利用者の2/3くらいが

　〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

　〇 2，利用者の2/3くらいが 　〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

　〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 梨雲ハウス平戸

 ユニット名 豊水

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

・事務所とヘルパールームの壁に「梨の実の理念」を掲示
して、実践する様に努めています。
・豊かな土地を利用して裏の畑で育てた作物を入居者だけ
でなく、ご家族や近隣の方々にも行事の際に召し上がって
いただいています。

・例年は地域のボランティアの方々に支えられ、様々な行
事に関わって頂いていましたが、今年度はコロナ禍で関り
を持つ事が出来ませんでした。

・例年は近隣の方に施設の行事に参加して頂いたり、老人
会や職業体験の中学生の方々の受け入れもコロナ禍で受入
が出来ませんでした。

・年6回開催していますが今年度はコロナ禍の為　　　書類
会議での開催となりました。

・生活保護受給者の相談や高齢支援など、区の方々との連
携を行っています。
・医療面においてもＧＨの実情を伝えながら　安心した生
活を営んで頂ける様医療従事者の方々との連絡を密にした
取り組みに努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

・身体拘束をしないケアをしています。転倒防止や無断外
出外泊の危険に対しては、会議で検討し安全に安心して生
活が出来る様に心掛けています。
・出入り口を施錠していますが、いつでも出られる様に職
員は鍵を常に携帯しています。

・入浴や清拭時に身体の変化（あざ、傷）がないか観察し
ています。変化があった時には、その場で職員と話し合い
原因を探ります。
・言葉の暴力については、朝礼申し送りなどで常に話し合
い、職員間の意識の向上に努めています。（スピーチロッ
クについての勉強会も行う）

・成年後見人制度（司法書士、弁護士）を活用されている
利用者が複数いらっしゃいます。後見人の方と接する事
で、金銭管理、入院手続き又は、ホームで生活する上で
様々な事について相談しながら利用者の支援に努めていま
す。

・重要事項説明書、利用契約書を全て説明し　ホームでの
生活を理解して頂きながらご家族の不安、疑問、要望等を
伺う様努めています。
・一人ひとりに見合った対応を心掛けています。

・契約時に内部外部の、苦情相談窓口について説明してい
ます。又、玄関に連絡窓口の記載されたものを掲示してい
ます。
・ご家族とのケアプラン面談を電話や事務所で行い、お話
する機会を設けています。運営推進会議はコロナの影響で
開催できませんでしたが、フロアの様子や状況などを書面
にて随時お知らせしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

・毎月1回フロア会議、毎日の申し送り、朝礼にて職員同士
で情報共有を心掛け、意見を出し話し合いを重ねていま
す。
・日頃より代表者、管理者、主任からの声掛け、職員の思
いを汲み取る様に努めています。
・職員が参加出来る掲示板を活用してます。
・朝礼にて職員同士の情報共有を心掛け、気になる点はす
ぐに管理者に相談できる環境になっています。

・個々の職員のライフスタイルを考慮し、無理せず、安心
して気持ちよく仕事ができる様に職場環境作りに取り組ん
でいます。　　　　　　　　　　　　　・やりがいや向上
心を持って働ける様日々の仕事についての思いや悩みを
伺っています。
・定期的に管理者は職員の勤務状況等の希望を聞いていま
す。

・新人の方には分からない事が有ればすぐに聞ける環境を
整えています。
・やりがいや向上心を持って働ける様に日々の仕事につい
ての思いや悩みを伺っています。
・職員それぞれの個性を活かして、新しいアイデアを取り
入れ、職員全員が活躍できるようアドバイスしています。

・コロナの影響で地域の方々と交流する機会は思うように
持てませんでしたが、運営推進会議の資料をつくり、地域
の方々にも送付しています。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

・入居前にご家族、ご本人と面談しこれまでの生活や環
境、要望をお聞きしています。
・コロナの影響でＧＨ内の見学はできませんでしたが、事
務所や中庭などを見ていただき、ＧＨの生活の様子を出来
る限り詳しく説明して、不安な事のない様に努めていま
す。
・新しい環境に気持ちよく慣れて頂ける様ゆっくり時間を
かけて、ご本人と話をする時間を作っております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

・ご家族の思いが叶えられるように努めています。新しい
関係作りの中で、不安や悩み、希望をご家族や関係者から
お話を伺う様、心掛けています。

・ご入居時、その1ヶ月を目安に、ＧＨでの生活の様子をご
家族に報告しています。　　　　・利用者、ご家族の要望
に合っているのか等確認し、より良いサービスの提供に努
めています。

・ご本人が昔からやってきた事、得意な事をお聞きして、
積極的にかかわってもらえるようにする。
・洗濯物たたみ、食事の前のテーブル拭きなどまだまだ出
来る事がないか生活する上での色々な事を考えています。
・職員がご利用者様に励ましの声をかけていただくことも
あります。

・コロナの影響で今年は面会はすることはできませんでし
たが、家族からの電話の取次ぎやご家族からの様子伺いの
電話には日ごろのご様子を細かくお伝えしています。
・携帯電話をお持ちの方は自由にご家族とお話をされた
り、ご希望があればこちらからかけ直します。
・オンライン面談に取り組み中。（ウエアバイ）

・ご家族、親戚、知人との面会、外出は自由にして頂いて
います。年賀状、暑中見舞等、その時期に合ったハガキを
郵送しています。
・週末には娘様と外出され自宅で過ごされる　　　方もい
ます。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

・利用者間の関係性を把握し、良好な関係を築くことが出
来る様に支援しています。
・利用者間の交流が図れる様にアクテビティーに参加して
頂ける様に声掛けを行っています。

・利用者が退居された後もご家族にはバザーや新年会、梨
の実塾等への参加のお声をかけさせて頂いたり、定期的に
会報を送りコミュニケーションを図っています。又、ご家
族様の特技を披露する場としてコーラス、手品ショー、お
茶会などボランティアとして関わって下さって頂いていま
す。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

・日々の生活の中で利用者に声掛けし、会話の中からご要
望や希望を汲み取れる様に心掛けています。
・ケアプランの面談時に、可能な方はご本人を含めご家族
からお話を伺い、どのような生活を送りたいか要望をお聞
きしています。

・ご入居前にご家族とアセスメントを実施し、利用者の今
迄の生活環境、家族関係や趣味等の情報を頂いています。
又その情報をいつでも確認できる様、記録を個人ファイル
に管理し、職員への周知に努めています。

・毎日の申し送りで食事、睡眠、排泄、心身の状態等の情
報交換を行っています。
・日々変わる状態に応じて必要な支援を行える様に職員間
で情報共有に努めています。
・変化の大きい利用者には「体調管理ノート」に記録し適
切な対処が出来る様にしています。
・パソコン上の「ケース」にご利用者様の小さな変化を記
録し、職員全員が把握できるようにしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

・コロナ感染症対策でご家族との対面が難しくなりました
が、状況に応じて、電話やオンライン対話などで定期的に
連絡を取り合い、また直接か関わって下さる医師や歯科医
師、理学療法士からの情報を基に利用者の様子の変化に合
わせて介助方法を検討し介護計画を作成しています。

・日々の様子は、介護日誌・ケースに記録しています。又
体調に大きな変化がみられる場合は個別に「体調管理ノー
ト」に記録して利用者の様子を職員間で情報を共有できる
様にしいています。
・全ての情報を基に介護計画を見直しに活かしています。

・訪問リハビリを希望される方に理学療法士を、褥瘡など
特別な医療的ケアが必要な方に訪問看護師を依頼していま
す。
・体調の変化に応じて必要な時はご家族や後見人と話し合
い、今後の対応について決めています。

・例年、お茶会、ハンドマッサージ、訪問演奏会などで、
地域のボランティアの方々に訪問していただいてました
が、昨年はコロナ感染予防対策のため、実施できませんで
した。
・地域の方がベランダや玄関周りの草花の手入れをして下
さり、外気浴をしながら楽しませていただいています。

・利用者の主治医との関係を継続し、良好な関係を保って
います。
・ご家族とも連携をとりながら、状況によって職員と同行
し日常の様子を報告したり相談したりします。
・利用者の状況を考えた上、かかりつけ医と相談し往診し
て頂くなど常に主治医、ご家族と連携をとりながら対応を
しています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

・看護職員はいませんが、日々の生活の中での体調の変化
などは直接主治医に相談しています。
・医師の判断で訪問看護を利用される場合があります。情
報の提供等に努めています。
・また、看護師の方から介護職としてできることをアドバ
イスいただいています。

・入院された時は、その方に合った対応をして頂ける様、
情報提供をしています。
・退院時、今後のＧＨの生活の中で何が出来るかを考え、
関係者と相談しながら利用者が安心して退院できるよう努
めています。

・利用者、ご家族、後見人の方に希望を伺い主治医との相
談で今後の生活について話し合いを重ね安心して頂ける様
努めています。
・住み慣れたＧＨで最期を迎えさせてほしいと、ご希望さ
れるご家族が増えています。
・主治医、介護職員（日勤者、夜勤者）と連携してご希望
に添える様に努めています。

・日中、夜間共に急変の際に備えて「事故時・急変時のマ
ニュアル」を各フロアにおいてあります。
・介護計画書に緊急時の連絡先を記載し、目の届くところ
に掲示しています。
・消防署の職員により応急手当や緊急時の対応について学
んでいます。
・夜間は急変時担当者を決め、迅速に対応が出来る様努め
ています。

・消防署の防災訓練だけでなく、日頃から訓練を行い火災
や災害時の対応を身につける事に努めています。
・備蓄倉庫を設置し、災害時での対応に備えています。
・地域の防災訓練に参加して、地域との関係性が築けるよ
うに努めてます。
・運営推進会議には、町内会長が参加されるので地域と協
力体制をとれる様、相談・助言を頂いています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
部
評
価
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外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

・ご利用者のお気持ちを大切にし、お話を否定する事なく
敬意を持って対応する事を職員一同意識し心掛けていま
す。

・ご家族との話し合いで希望や要望等伺い、思いに沿える
様に努めています。
・日常の利用者とのコミュニケーションを大切にし、どん
な生活がしたいのかを伺い、その思いを大切にしていま
す。
・日常生活の中でやってみたいこと、食べたいものなど、
ご希望があるかお声掛けしています。

・ご利用者様一人ひとりのペースや好みを優先し、日々の
生活をどのように過ごしたいか、ご希望に添うように支援
しています。
・ホームでのルールや職員の都合を押し付けることのない
よう注意しています。

・定期的に訪問カットを行っています。
・朝は洗顔、整髪等、身だしなみを心掛け、入浴後は髭剃
り、爪切りも含め支援しています。
・衣類は定期的に見直し、傷みや不足があった時には、ご
本人の希望をうかがって購入しています。コロナの影響で
一緒に買い物に行けなかったので、通販雑誌をみていただ
き、好みの服をうかがったりしました。

・地域の方々から差し入れや、畑で収穫した野菜や果物を
使用し、食事作りをしています。(茄子、大根、じゃが芋、
イチジク、蜜柑等)又、食事の準備や片付けのお手伝いをし
て頂いています。
・片づけが出来る方(下膳)はして頂いています。
・好みの味付けがご利用者によって異なるので、なるべく
ご希望に添えるように工夫しています。
・お正月、ひな祭り、お誕生日会、忘年会など食事が楽し
い時間となるような行事を行っています。
・お茶碗やお箸は利用者に合った食器を使用されていま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

・食事・水分チェック表で１日あたりの摂取量を毎日確認
しています。一日の水分摂取量がお茶や水で摂取するのが
困難な場合、好きな飲み物(ジュース等）を準備し、なるべ
く摂取して頂いています。
・食事摂取量が少ない方には、声掛けや、ふりかけなどで
なるべく召し上がられる様に行っています。
・食事摂取量が極端に少ない場合には医師に相談し、必要
に応じて、エンシュアなどを飲んでいただいています。体
調の変化など、その都度の変化に応じた支援をしていま
す。

・毎食後には口腔ケアを行っています。又月2回訪問歯科の
方が口腔内を見て下さり医師の方とも連携しています。
・食事の際、誤嚥性肺炎等の防止の為、食事の前に口の体
操、食事中の姿勢の維持も心掛けています。
・ご自分でブラッシングやうがいが難しい場合には口腔内
スポンジを併用し、ご本人に合ったケアを行っています。

・利用者一人ひとりの排泄パターンを把握し、トイレ誘導
や声掛けを行う様にしています。
・食事の前後は特に排泄しやすいと言われています。見計
らいトイレ誘導し不快な思いをさせない様に心掛けていま
す。

・全身を動かすラジオ体操や手足を動かす部分体操を行っ
ています。
・慢性便秘症の方には医師の指導で、腸の動きが活性化が
臨める体操やマッサージを行っています。又、胃腸になる
べく優しい食事作りを心掛けており、乳酸飲料やｵﾘｰﾌﾞｵｲﾙ
を料理に使用し食事で摂取して頂いています。特に低残渣
食の方には食物繊維などに注意を向け心掛けています。
ヨーグルトを食べていただいたり、水分摂取不足にならな
いよう心掛けています。水分摂取や食事の偏っている方、
また排便の時いきむ力の弱い方は主治医に相談して浣腸や
頓服を使用してスムーズに排便えができるようにしていま
す。

・利用者の体調管理を大切にしながら、声掛けを行い入浴
して頂いています。その際には、昔の話をしたり利用者一
人ひとりに合わせた入浴方法で気分転換を図っています。
その日の体調により、気が進まない方は無理せず、翌日に
声掛けなどして気持ちよく過ごせるようにしています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

・利用者の年齢、体調、意思を考慮しマイペースに休める
様にして頂いています。
・チェック表を用いて寝具の洗濯、布団干しを定期的に行
い衛生管理に努めています。
・居室の温度、湿度、照明に配慮し快適に過ごして頂ける
様に支援しています。冬季は居室の保湿の為濡れタオルを
かけるなどの工夫をしています。

・一人ひとりのお薬の説明書をファイルし、効薬や副作用
の確認をしています。
・配薬表を作成しリーダーが確認し責任を持って利用者の
服薬をして頂きます。又、服薬ミスを防ぐ為職員間で何度
もチェックを行っています。
・お薬手帳の役割、管理の共通認識に努めています。
・飲みにくいお薬があった場合は、薬剤師さんに形態変更
できるかなど相談しています。
・ご利用者様ごとに担当者を決め、変更時には内容確認
し、職員全員に周知するようにしています。

・洗濯畳みやお皿洗い、テーブル拭き、お盆拭きなど手
伝って頂いています。
・利用者の希望を伺いながら興味のある事、個々に合った
楽しみを提供しています。

・今年度コロナ禍で外出支援はほぼできませんでした。
・例年はご利用者ご家族に希望を伺い出来る限りの支援に
努めています。

・お金の所持は基本、必要であればこちらで管理させて頂
いています。本人が所持する事により不安感を軽減するの
であれば、ご家族と相談し所持するか否かを決めていま
す。
・ご家族と相談してお札の入ったお財布を常に持っている
方もいらっしゃいます。
・外出ができない状況なので、必要なものがあれば、ご希
望を聞いて職員が購入しています。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

・一部の利用者の中で携帯電話を所持し、ご家族や知人と
のメールや通話でコミュニケーションをとって頂いていま
す。
・クラフトで季節のハガキを作成して、それぞれのご家族
に送っています。ご本人が希望される時は電話でお話する
ことで安心して頂いています。

・トイレの場所が分かるように案内を大きくはっきりと表
示しています。
・春は桜、夏は朝顔、秋は紅葉、冬はクリスマスの飾り付
けなど季節感の有る飾りを折り紙などを用いて、なるべく
手作りで創作して掲示していす。
・運動会、お誕生日会、お茶会等の行事の写真をアレンジ
して掲示しています。利用者が「私も参加していたのね」
「楽しかったね」など思い出が少しでも心に残り語れるよ
うに工夫しています。

・和室のソファーでテレビを見られています。又、食卓
テーブルの座席に気の合った方同士が座れる様工夫し会話
が弾む様子が見られます。
・その時々と思いでアクテビティーに参加されたり、その
様子をご覧になられる方や居室で過ごされる方、一人ひと
りの時間を尊重しています。

・利用者が自宅で使用されていた愛着のある家具やテレビ
などを持ち込んで使用して頂いています。
・ご家族の写真や馴染みのある品物を置く事で、安心して
生活を送って頂ける様に心掛けています。

・トイレや居室など分からない為に不安になられる利用者
がいます。一目で分かる様に大きめの文字で示していま
す。
・必要に応じて居室にポータブルトイレを設置します。
・人の動線に障害物を設置しない様にしています。一つで
もご自身で出来る事が継続できる様に工夫しています。
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事業所
梨雲ハウス平戸

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

2 18

入居者が出来る事でも職員が
してしまってる時がある。生
活に参加する生活ケアをもう
少し充実させ「共同」の生活
になる工夫が必用。
参加できる家事の提供が少な
い。

・調理補助、掃き掃除　拭き
掃除など、ご利用者 様が出来
る事を考えて、入居者様にお
願いをしてやって頂ける事を
増やす。ご自分で出来る事は
ご利用者様にして頂き難しい
事は介助に努める。

1年

1 49

コロナ禍における外出自粛や
外出困難者と自立されている
中で外出支援が充分に出来て
いない。

コロナ禍においてでも可能
な、庭先での日光浴や、散歩
などを行い気分転換を図る。
居室にいてもできる外気の取
り入れや、季節感を体感して
頂ける様な対応を心かける。

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

令和3年3月20日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

豊水ユニット

上げ膳据え膳のケアに陥ってい
ないか、常に振り返り入居者が
出来る事は自分でして頂き、時
間がかかっても職員は見守るよ
う努める。野菜の皮剥き、味見
など利用者に応じて参加できる
役割をみつけ、スタッフ同士で
話し合い共通認識にする。

感染防止対策を徹底して外部者
とのかかわりを避けた外出を考
える。　　　　　　　　　庭先
での日光浴、ベランダでの外気
浴、敷地内の畑にできるなど出
来る事をこまめに行う。一人一
人に応じた個別の外出支援を考
える。
オンライン面談の実施
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